
よみがえれKOBEi

月

KOBE 

D

旦
発行所 神戸商工会議所

(〒650神戸市中央区港島中町6-1 岱078-303-5812)

印刷所 大神印刷株式会社

平成7年2月10日 第58号（毎月10日発行）定価 1部50円

購読料は会費に含まれています。（平成2年6月22日第3種郵便物認可）

本所兵庫支部・西神戸支部が再開

震災の影響て閉鎖しておりました、本所兵庫支部並びに西神戸

支部が復旧、再開し、下記の 5支部 1支所が利用できるようにな

りました。

灘区桜口町 1-1 -4 
東神戸支部 セントラルプラザ六甲 1階

匹 843-2121 FAX813~2877 

中央支部 中央区東川崎町 1-8-4
神戸市産業振興センター 5階

ー仮事務所一 匹 36 0 -・ 3 l 9 7 

兵庫支部
兵庫区大開通 2-3 -18 神戸木材会館 1階
ff577-1110 FAX577-1998 

北 支 所
北区鈴繭台西町 1-27-15 市木ビル 1階
匹 593-4800 FAX 5 9 3 -7 0 5 0 

長田区大橋町 3-1 -13 
西神戸支部 ケミカルシューズ産業会館 3階

匹 641-3185 FAX641-3110 

垂水区日向 1-6 -1 -206 
垂水支部 レバンテ垂水三番館 2階

匹 706-1234 FAX706-1235 

本
所
で
は
、
こ
の
度
の
震
災

で
披
災
さ
れ
た
会
員
事
業
所
の

復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
緊
急

の
共
同
事
務
所
を
設
置
し
た
。

本
所
会
館
二
階
「
イ
ベ
ン
ト

。フ
ラ
ザ
」
の

―
フ
ロ
ア
を
一―1
0

社
共
同
で
使
用
頂
く
も
の
で
、

期
間
は
五
月
末
ま
で
の

一子
一
カ
月

問
。
事
務
所
の
み
の
使
用
を
目

的
に
無
料
で
貸
し
出
す
。

第

一
次
の
中
込
は
締
切
り
、

二
月

一
六
日
現
在
十
一
社
の
利

用
が
決
定
し
て
い
る
が
、
残
り

十
九
の
ス
ペ

ー
ス
に
つ

い
て
は
、

二
次
募
集
と
し
て
先
羞
順
で
受

け
付
け
る
。

詳
し
く
は
、
下
記
ま
で
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お
、
そ
の
時
点
で
既
に
定
員

に
達
し
て
お
り
ま
す
場
合
は
、

災
会
員
に盃
所
を
提

兵庫県

神戸市

兵庫県・神戸市の災害特別融資

融資対象者
「り災証明」を受けた中小企業者等 「り災証明」を受けられ

無担保・無保証）＼禾lj月枠 なかった中小企業者等

融資限度額
5, 0 0 0万円 5 0 0万円 2, 0 0 0万円

（注）

融資利率 年 2.5 % 年 2.8 % 

資金使途 災害復旧のための運転資金・設備資金
災害復旧のための運

転資金・設備資金

融資期間
1 0年 運転 5年

（神戸市においては融資額500万円以下は 7年） 設備 7年

据置期間 3年
運転 1年

設備 1年6カ月

要

〔保証料〕 要

信用保証 • 100万円以下 年0.4% 
・保証料は左に同じ• 100万円超～300万円以下年0.6% 

• 300万円超 年0.65% 

事業所が全半壊（全半焼を含む）し

利子補給
た中小企業者等に対し、 2,000万円

な し
を限度とする年2,5％の利子補給を

据置期間中三年間実施

①兵庫県内（神戸市内）で引き続き 1年以上同一事業を営んでいること。
②兵庫県信用保証協会の保証対象業種であること。③兵庫県南部地震によ

りり災し、事業活動に支障が生じていること。うち、無担保 ・無保証人枠

については、

[>常時使用する従業員の数か20人（商業 ・サービス業は 5人）以下であ

ること0 [>申込前 1年間に納期の到来した当該事業経営にかかる市民税
の所得割を納付していること。

また、「り災証明」を受けられなかった中小企業者等の融資分について

は、震災後 l力月の売り上げ及び3カ月の売り上げ（見込み）か前年同期
比20％以上滅少（見込み）していること。

神戸商工会議所本支部で受け付け開始

本

所

が

か

ね

て

か

ら

要

望
し
て
き
た
、
兵
庫
県
と

神

戸

市

の

災

害

特

別

融

資

が
、
い
よ
い
よ

二
月

十

五

日
か
ら
受
付
を
開
始
し
た
。

阪
神
大
震
災
で
被
害
を
受

け
た
中
小
企
業
の
支
援
が

目
的
で
、
期
間
は
七
月
―
―
-

十

一
日
（
実
行
分
）
、

融
資

目
標
額
は
約
四
千
億
円
。

制
度
の
内
容
は
別
表
の

通
り
だ
が
、
小
規
模
企
業

（
従
業
員
二
十
人
以
下

〈
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
五
人
以

下
〉
）
向
け
の

無

担

保

無

保
証
人
枠
は
国
か
無
担
保

無
保
証
人
保
険
の
拡
充
に

つ
い
て
の
法
改
正
を
行
っ

た
後
、
中
小
企

業

者

（

規

模
は
問
わ
な
い
）
す
べ
て

に
つ
い
て
、

一
企
業
に
つ

き
一
千
万
円
の
融
資
限
度

額
を
追
加
設
定
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

今

回

の

特

別

融

資

は

神

戸
商
工
会
議
所
本
支
部
の

ほ
か
、
兵
庫
県
、

神
戸

市
、

主
な
金
融
機
関
で
も
申
し

込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。

ま
た
、

本

所
で
は
国
の

制
度

融

資

で

あ

る

国

民

金

融
公
庫
の
災
害
貸
付
に
つ

い
て
も
申
し
込
み
を
受
け

付
け
て
い
る
。

な
お
、

既

往
の
県
市
の

制
度
融
資
に
つ
い
て
は
一

月
十
八

日

以

降

に

到

来

す

る
元
金
の
返
済
に
つ
い
て

返
済
期
日
の
一
年
間
繰
り

延
べ
を
実
施
す
る
こ
と
も

決
め
て
い
る
。
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兵
庫
•
関
西
を
挙
げ
て

各
種
緊
急
会
議
開
催

神
戸
市
民
を
恐
怖
の
ど
ん
底

に
お
と
し
い
れ
た
「
阪
神
大
震

災
」
で
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や

交
通
網
が
寸
断
さ
れ
、
ま
た
、

多
く
の
家
屋
や
商
業
施
設
、
事

業
所
が
損
壊
す
る
な
ど
市
民
生

活
の
基
盤
が
大
き
く
破
壊
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
予

期
せ
ぬ
厳
し
い
情
勢
下
に
あ
っ

て
も
、
一
日
も
早
い
再
生
に
向

け
た
取
り
組
み
か
市
内
随
所
で

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
こ
そ
全

市
を
あ
げ
て
、
街
に
元
気
を
取

何
卒
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

神
戸
商
工
会
議
所
災
害
対
策

本
部

6
3
0
3
.
5
8
0
1
 

こ
の
た
び
の
阪
神
大
震
災
の

発
生
を
受
け
て
、
去
る

一
一
月
五

日
に
本
所
牧
会
頭
を
座
長
と
す

る
第

一
回
産
業
復
興
会
議
か
開

催
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
従
来

は
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中

心
と
す
る
地
域
開
発
問
題
を
中

心
に
議
論
を
行
っ
て
き
た
各
種

の
懇
談
会
（
二
月
八
日
神
戸
経

済
団
体
懇
談
会
、

二
月
九
日
関

西
財
界
セ
ミ
ナ
ー
緊
急
特
別
会

議
、
京
阪
神
商
工
会
議
所
（
拡

大
）
懇
談
会
）
は
、
急
拠
テ
ー

マ
を
阪
神
大
震
災
へ
の
対
策
に

切
り
替
え
た
。
渡
災
に
よ
る
各

地
・
各
業
界
の
被
害
状
況
報
告

を
行
う
と
と
も
に
、
政
府
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
各
省
、
関
係

機
関
へ
の
要
望
ゃ
決
議
を
と
り

ま
と
め
、
今
後
と
も
経
済
界
と

し
て
一
致
協
力
し
て
、
復
興
へ

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

〔ロゴマーク〕

か
ね
て
よ
り
兵
庫
県
・
神
戸

市
と
と
も
に
誘
致
活
動
を
進
め

て
き
た

W
H
o
神
戸
セ
ン
タ
ー

の
設
立
が
去
る
一
月
二
十
四
日

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の

W
H
o
執
行

理
事
会
で
万
場

一
致
で
正
式
に

承
認
さ
れ
た
。

本
所
と
し
て
は
阪
神
大
震
災

か
ら
の
地
元
経
済
の
復
興
が
最

重
点
課
題
で
あ
る
こ
と
は
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

今
回
の
阪
神
大
震
災
に
伴

い
雇
用
の
維
持
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
所
で
は
、

、
＼
ー
！さ

雇
用
の
維
持
と
会
員
企

業
間
に
お
け
る
人
材
移

rp'

動

・
活
用
を
支
援
す
る

壮
J

た
め
人
材
を
求
め
て
い

中

可

る
企
業
誓
の

「求
人

お

情
報
」
を
随
時
会
議
所

ャ
ゲn
 

卑

ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
致
し

，ます゚

情

※
以
下
の
事
項
に
つ
い

！
八求

て
情
報
を
お
寄
せ
下
さ

0ヽ
し
（企
業
概
要
）

設
立

・
資
本
金

・
従
業
員

数
・
事
業
内
容

W
日
0
神
戸
セ
ン
タ
ー
誘
致
決
定

り
戻
し
、
明
る
＜
美
し
い
街
”

神
戸
“
の
復
興
に
向
け
た
動
き

が
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
再
建
に
か
か
わ
る

事
業
者
す
べ
て
が
中
心
と
な
っ

て
、
神
戸
市
民
に
明
る
い
希
望

を
拉
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

の
展
開
を
目
的
に
、
神
戸
市
と

本
所
に
よ
る

「
W
E

L
O
V
E
 

K
O
B
E
元
気
復
興
委
員
会
」
が

こ
の
度
設
囲
さ
れ
、
瀧
川
博
司

本
所
副
会
頭
か
会
長
に
就
任
し

こ。
ナ
同
委
員
会
は
、

既
設
の
神
戸
部
市

商
業
活
性
化

P
R

協
議
会
（
本
所
外

郭
団
体
）
を
母
体

と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、
今

後
、
地
元
経
済
界

復典の願いを込め、神戸のイメージシン
ポルである風見鶏を基本に、不死鳥のご
とく羽ばた＜鳥の姿をデザイン化。

の
幅
広
い
参
画
を
呼
び
か
け
て

い
く
が
、
当
面
は
、
神
戸
市
民

や
地
元
事
業
者
に
元
気
を
与
え

る
事
業
を
中
心
に
展
開
す
る
。

具
体
的
に
は
、
上
記
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ

ー
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
使
用
し
た
横
断
幕
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
作
成
し
、
商
店
街
、
小

売
市
場
な
ど
に
掲
出
す
る
が
、

淡
路
島
出
身
の
作
詞
家

・
阿
久

悠
氏
の
作
詞
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ソ
ン
グ
の
制
作
な
ど
も
計
画

し
て
い
る
。

同
委
員
会
で
は
、
ロ
ゴ
マ

ー

ク
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
清
刷

り
を
用
意
し
て
お
り
、
趣
旨
に

賛
同
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協

力
し
て
頂
け
る
企
業
を
募
集
し

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同

委
員
会
事
務
局

・
中
小
企
業
振

興
部

(6
3
0
3
.
5
8
1
0
)

ま
で
。

ク
ト
は
健
康
開
発
な
と
の
研
究

を
通
じ
て
世
界
に
貢
献
す
る
大

変
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
、
同

時
に
、
東
部
副
都
心
地
区
の
中

核
施
設
と
し
て
地
域
経
済
の
今

後
の
復
興
に
も
大
い
に
寄
与
す

る
と
こ
ろ
か
ら
、
既
定
方
針
通

り
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

お
こ
と
わ
り

都
合
に
よ
り
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
ニ
月

号
の
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
神

戸
商
工
だ
よ
り
＝
•

三
月
合
併
号
は
休

刊
と
し
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

（求
人
条
件
）

職
種

・
年
齢

・
賃
金

・
時

間
・
休
日
・
資
格

・
就

業
場
所

（連
絡
先
）

甕
采
所
名

・
担
当
者
名
・

電
話
番
号

※
な
お
、
掲
載
の
採
否

に
つ
い
て
は
、
本
所
事

務
局
に
ご

一
任
願
い
ま

す。【
申
し
込
み
先
】

神
戸
商
工
会
議
所
産
業

部
（
〒
六
五

0
神
戸
市

中
央
区
港
島
中
町
六
ー

-

）
 
6
3
0
3
.
5
8
0
5
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平成 7年2月10日 KOBE会議所ニュース （平成 2年 6月22日第 3種郵便物認可） (2) 

本所共済制度に関するお問い合わせは

神戸商工会議所共済事業チームへ

岱303・5809FAX 303•2310 
※住所などの変更があれば併せてご一報下さい。

一
、
今
回
の
大
震
災
の
結
果
、

被
災
さ
れ
た
企
業
、
自
営
業

者
も
非
常
に
多
く
、
種
々
の

法
律
問
題
か
生
じ
て
お
り
ま

す。
本
稿
で
は
と
り
あ
え
ず
、

発
生
か
予
想
さ
れ
る
経
営
に

閃
す
る
法
律
問
題
で
共
通
性

の
強
い
も
の
に
つ
い
て
、

で

き
る
だ
け
簡
潔
に
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

二
、
雇
用
関
係
に
つ
い
て

m
労
働
者
か
地
震
に
よ
っ
て

出
勤
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

労
働
者
は
そ
の
問
の
賃
金
を

請
求
で
き
ま
せ
ん
が
、

一
方
、

そ
の
出
勤
不
能
は
不
可
抗
力

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、

そ
の
欠
勤
に
つ
い
て
労
働
者

を
解
雇
し
た
り
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

②
地
震
に
よ
っ
て
工
場
が
焼

失
し
た
り
、
操
業
停
止
に
な

り
労
働
者
を
自
宅
待
機
さ
せ

た
場
合
、
労
働
者
は
そ
の
間

の
賃
金
を
請
求
で
き
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
震
災
に
つ

い
て

は
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

た
た
め
、
事
業
者
の
休
業
に

つ
い
て
も
労
働
者
に
一
定
の

失
業
給
付
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

二
、
金
銭
支
払
債
務
に

つ
い
て

①
住
宅
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、

建
物
が
崩
壊
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
支
払
義
務
は
消
滅
し
ま

せ
ん
。し
か
し
、
今
回
の
震
災
に

つ
い
て
は
、
金
融
機
関
も
金

利
の
減
額
や
返
済
期
間
の
延

長
な
ど
の
限
度
で
は
柔
軟
に

対
処
す
る
可
能
性
が
あ
り
、

各
金
融
機
関
に
問
い
合
わ
せ

を
し
て
下
さ
い
。

②
住
宅
ロ
ー
ン
以
外
の
借
入

金
や
買
掛
金
あ
る
い
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
契
約
に
よ
る
立
替
金

な
ど
の
債
務
に
つ

い
て
も
、

や
は
り
地
震
に
よ
る
被
害
に

か
か
わ
ら
ず
、
支
払
債
務
は

残
り
ま
す
。

③
リ
ー
ス
契
約
の
対
象
と
な
っ

て
い
た
物
件
が
損
傷
し
て
使

用
不
能
と
な
っ
た
場
合
、
民

法
の
原
則
で
は
、
リ
ー
ス
残

債
務
の
支
払
義
務
は
消
滅
す

る
の
で
す
が
、
リ

ー
ス
契
約

の
規
定
で
不
可
抗
力
の
場
合

で
も
、
リ
ー
ス
残
債
務
を
支

払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
が

多
い
と
み
ら
れ
ま
す
。

四
、
金
銭
支
払
以
外
の
債
務
に

つ
い
て

①
地
簑
災
害
に
よ
っ
て
取
引

先
へ
の
商
品
の
配
逹
が
一
定

期
間
、
事
実
上
不
可
能
に
な
っ

た
場
合
は
、
不
可
抗
力
と
し

て
、
そ
の
間
の
遅
滞
に
つ
い

て
は
債
務
不
履
行
責
任
は
牛

じ
ま
せ
ん
。

②
保
管
中
の
他
社
の
商
品
か
、

地
簑
に
よ
る
倉
庫
の
倒
壊
な

ど
に
よ
り
滅
失
し
た
場
合
に

は
、
や
は
り
不
可
抗
力
と
し

て
、
そ
の
滅
失
に
つ
い
て
、

保
管
者
の
債
務
不
履
行
責
任

は
生
じ
ま
せ
ん
。

五
、
現
金
や
有
価
証
券
の
焼
失

に
つ
い
て

m
地
震
の
際
の
火
災
や
建
物

倒
壊
に
よ
り
、
紙
幣
の

一
部

か
毀
損
し
た
場
合
に
は
、
銀

行
で
一
定
基
準
で
交
換
し
て

も
ら
え
ま
す
。
（
日
本
銀
行

問
題

神
戸
支

店

に

よ

れ

ば

、

表

裏

家

権

も

消

滅

し

ま

す

。

（

も

て

、

損

害

賠

償

責

任

は

な

い

双
方
全
体
面
租
の

二
分
の

一＿

ち
ろ
ん
敷
金
の
返
還
は
請
求
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
（
た
だ
、

以

上

残

っ

て

い

れ

ば

仝

額

、

で

き

ま

す

）

震

度

万

程

度

以

下

の

地

震

に

五
分
の
二
か
ら
一二
分
の
一

・ま

た

だ

し

、

今

回

の

震

災

に

も

耐

え

得

な

か

っ

た

こ

と

が

で

の

問

で

は

半

額

と

の

こ

と

は

、

「
罹

災

都

市

借

地

借

家

証

明

さ

れ

得

る

よ

う

な

場

合

で

す

）

臨

時

処

岬

法

」

が

適

用

さ

れ

に

は

、

損

害

賠

償

責

任

が

生

②

抹

券

や

手

形

な

ど

の

有

価

ま

す

の

で

、

災

害

で

滅

失

し

じ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

）

証
券
を
今
回
の
地
哀
で
失
っ
た
建
物
の
借
家
人
は
、

一
定

②

隣

接

す

る

建

物

が

倒

壊

寸

た
場
合
に
は
、
裁

判

所

に

公

期

間

内

に

申

し

出

る

こ

と

に

前

で

、

近

隣

の

建

物

に

危

宙

示

催

告

を

中

し

立

て

て

除

権

よ

り

、

敷

地

に

つ

い

て

の

借

を

与

え

る

危

険

か

明

白

か

つ

判

決

に

よ

り

旧

証

券

を

失

効

地

権

を

取

得

し

た

り

、

そ

の

急

迫

で

あ

る

よ

う

な

場

合

に

さ

せ

な

け

れ

ば

、

権

利

を

わ

土

地

に

新

た

に

建

築

さ

れ

た

は

、
緊
怠
避
難
と
し
て
、
そ

使

て

き

ま

せ

ん

。

建

物

に

つ

い

て

の

借

家

権

を

の

建

物

を

壊

す

こ

と

か

認

め

六
、
借
地

・
借

家

に

つ

い

て

取

得

し

ま

す

。

ら

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

①

借

地

上

の

建

物

か

地

震

で

な

お

、

建

物

が

一

部

損

壊

八

、

以

上

に

述

ぺ

た

事

柄

に

つ

全
壊

し

て

も

、

借

地

権

は

消

に

留

ま

っ
た
場
合
に
は
、

借

い

て

は

、

さ

ら
に
詳
し
く
説

滅

せ

ず

、

少

な

く

と

も

借

地

家

権

は

存
続
し
、
家
主

に

は

明

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

点

権

の

残

存

期

間

は

借

地

権

か

原

則

と

し

て

修

繕

義

務

が

牛

も

少

な

く

な

く

、

ま

た

、

こ

存

続

し

、

偕

地

人

は

、

地

主

じ

ま

す

。

れ

以

外

に

も

秤

々

の

法

律

問

の
承
諾
か
な
く
て
も
、
建
物
七
、
不
法
行
為
責
任
に
つ
い
て
題
の
発
叶
か
予
屈
さ
れ
ま
す
。

を
再
築
す
る
こ
と
が
で
き
ま

m
今
回
の
地
震
に
よ
り
所
有
ご
自
分
で
判
断
か
困
難
な
場

す
。

建

物
が
倒
壊
し
て
、
隣
接
上
合
に
は
、
商
工
会
議
所
や
弁
護

②

地

震

や

そ

の

後

の

火

災

で

地

や

建

物

に

損

害

を

与

え

た

土

会

そ

の

他

公

的

期

間

に

お

け

建
物
が
滅
失
（
物
理
的
な
消
場
合
の
損
吉
賠
償
責
任
に
つ
る
法
律
相
談
を
受
け
ら
れ
る
こ

滅

だ

け

で

は

な

く

、

建

物

と

い

て

は

、

震

度

六

な

い

し

七

と

を

お

勧

め
し
ま
す
。

し
て
も
効
用
を
失っ
た
場
合
の
地
震
で
あ
っ
た

た
め
、
不
（
弁
護
士
〗

も
含
み
ま
す
）
す
る
と
、
借
可
抗
力
に
基
づ
く
も
の
と
し

椀

原

高

明
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ま
す
。

※
何
ら
か
の
手
続
き
を
す
る
際

に
は
り
災
証
明
書
が
必
要
と
な

る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

各
市
町
村
の
窓
口
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
の
で
、
交
付
を
受
け

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

Q
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今
回
の
阪
神
大
震
災
で
家
が

倒
れ
、
タ
ン
ス
な
ど
の
家
財
が

壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
税
法

上
何
か
救
済
措
置
ぱ
あ
り
ま
す

、。
ヵ
A
 
通
常
の
所
得
税
の
計
箕
に
お

い
て
の
雑
損
控
除
の
他
に
今
回

の
大
震
災
の
場
合
に
は
災
害
減

免
法
に
よ
る
減
免
措
圏
と
の
有

利
な
方
を
任
意
に
選
択
適
用
で

き
ま
す
。
そ
の
相
違
点
は
次
の

ょ
う
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
総
所
得
金
額
が
五

百
万
円
で
去
年
、
二
千
万
円
で

新
築
し
た
自
宅
か
全
壊
し
た
と

き
、
雑
損
控
除
で
は
一
千
万
円
ー

九
百
万
円
／
十
11
ゴ
九
百
万
十

＿
万
円
と
な
り
申
告
所
得
は
マ
イ

ナ
ス
と
な
り
ま
す
か
ら
翌
年
以

降
に
も
繰
り
越
せ
ま
す
し
、
納

税
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

災
害
咸
免
法
は
総
所
得
五
百
万

円
の
税
額
を
七
十
万
と
考
え
る

と
、
そ
の
四
分
の
一
で
あ
る
十

七
ガ
五
千
円
し
か
税
額
控
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
総
所
得
金
額
一―ー
百
カ

円
の
所
得
者
で
永
年
住
み
慣
れ

た
家
屋
（
時
価
百
五
十
万
円
）

が
全
壊
し
た
と
き
の
雑
損
控
除

は
百
五
十
万
円
I
-i
ー
百
ガ
円
／

+
11
百
二
十
万
円
の
所
得
で
所

得
説
は
十
万
円
と
な
り
ま
す
。

災
害
減
免
法
で
は
総
所
得
が

三
百
万
円
で
す
か
ら
、

そ
の
税

金
の
全
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
の

で
有
利
と
な
り
ま
す
。

総
所
得
と
損
害
金
額
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
が

角
利
か
は
検
討
が
必
要
と
な
り

Q

3

 

雑
損
控
除
額
は
と
の
よ
う
に

計
算
す
る
の
で
す
か
。

A
 

被
害
を
受
け
た
人
及
び
生
計

が
同
じ
一
定
の
知
放
か
持
っ
て

い
る
居
住
用
家
犀
、
家
財
、
衣

類
な
ど
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
次
の
よ
う
な
も
の

は
、
雑
担
控
除
を
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。事
業
用
資
産
（
刷
卸
資
産
、

店
舗
、
備
品
、
営
業
用
車
両
）

生
活
に
通
常
必
要
で
な
い
財

産

頁

金

属

、
骨
華
、
別
荘
な

ど）
Q

2

 

雑
損
控
除
を
受
け
ら
れ
る
資

産
は
と
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Q
 

当
社
で
、
昨
年
十
月
よ
り
本

A

年
九
月
ま
で
の
一
年
を
雇
用
期
（
解
雇
の
手
続
き
）

間
と
定
め
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

◇
労
働
基
準
法
第
二

I
条
但
書

者
を
雇
用
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

「
大
災
事
変
そ
の
他
や
む
を
得
な

今
度
の
霙
災
に
よ
り
事
業
所
が

い
事
由
の
た
め
に
事
業
の
継
続

倒
壊
な
ど
に
よ
っ
て
事
業
の
継

が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
」
に

続
が
不
可
能
と
な
り
、
当
分
は
は
解
雇
す
る
に
あ
た
っ
て
は
解
雇

再
建
の
め
と
が
た
た
な
い
の
で

予
告
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
解
雇

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
解
雇

予
告
手
当
を
支
払
う
必
要
は
な

し
た
い
と
労
使
で
話
し
合
っ
て

い
と
の
例
外
規
定
を
設
け
て
い
ま

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合

す
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

で
も
労
働
基
準
法
上
の
解
雇
予

「
行
政
官
庁
の
認
定
を
受
け
な
け

告
手
当
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
、
解
雇
予

.
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A
 
①
②
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額

か
控
除
さ
れ
ま
す
。※1
 

①
損
失
額
｛
損
害
金
額
—

※

2
 

（
補
填
さ
れ
た
保
険
金
）
｝
ー

そ
の
年
の
総
所
得
金
額
な
ど

x
十
分
の

一

②
災
害
関
連
支
山
の
金
額
ー

石
万
円

※
3
 

※
1
．
損
害
金
額

11
資
産
の
損

失
額
＋
災
害
閃
連
支
出

受
け
取
れ
る
で
あ
ろ
う

見
猿
額
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
（
実
際
の
額
と
異
な
っ

た
と
き
は
後
で
訂
正
が
必

要
と
な
り
ま
す
）

※
3
．
資
産
の
損
失
額
は
災
害

に
あ
っ
た
時
の
時
価
（
再

取
得
価
額
ー
減
価
償
却
相

当
分
）
で
計
算
し
ま
す
。

公
認
会
計
士
）

（

友

弘

正

人

※2 

雑損控除 災害減免法による所得税の減免

損失の発生原肉 災害、盗難、横領 災害のみに限定

対象となる資産
生活に適常必要な資産（住宅、

住宅または家財に限られます
家財、衣類等） ※Q2参照

被災した年の所得が60 0万円以
所碍制限など 特にありません 下で被災金額が住宅や家財の価格

の1/ 2以上であるとき

損失金額と災害関連支出金額を
総所得金額 所得税の減免額

比較し、どちらか多い方の金額
控除額 ・減免額 300万円以下 全額

450万円以下 1/2 
※Q3参照

600万円以下 1/4 

損失額の繰越
確定申告で引き切れない損失は

ありません
翌年以後3年間繰り越せます

確定申告書への 1. 損害を受けた資産の明細書
1.損害を受けた資産の明細書

添付資料 2.災害関連支出の領収書

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の

雇

問

題

八
木
靖
浩
氏
（
本
所
常
議
員

・

川
崎
製
鉄
（株
）
取
締
役
相
談
役
）

か
二
月
卜
五
日
逝
去
、
七
十
五

歳
。
自
宅
は
束
京
都
豊
島
区
南

長
崎
四
ー
ニ
九
ー一

五
。
密
葬

は
二
月
十
七
曰
に
行
わ
れ
た
。

本
葬
は
社
葬
と
し
て
行
わ
れ
る

予
定
だ
が
、
日
時

・
場
所
に
つ

い
て
は
未
定
。

f
 

八
木
靖
浩
氏
が
逝
去

社
会
保
険
労
務士

〗

（

岡

西

英

二

郎

告
除
外
認
定
中
請
書
を
所
轄
の

労
働
抵
準
監
督
署
へ
提
出
し
、

天
災
事
変
に
よ
る
こ
と
と
、

事

業
の
継
続
が
不
可
能
で
あ
る
こ

と
の
認
定
を
受
け
て
下
さ
い
。

◇
ま
た
、
こ
の
度
の
地
震
に
よ
り

事
業
の
全
部
ま
た
は
大
部
分
の

継
続
が
不
可
能
と
な
り
休
業
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
で
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
の
話
し
合
い

で
休
業
あ
る
い
は
退
職
に
つ
い
て

同
意
か
得
ら
れ
た
場
合
に
は
解

雇
予
佳
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
了

告
手
当
の
支
払
い
は
法
律
上
要

し
ま
せ
ん
。

◇
以
上
の
方
法
を
と
ら
な
い
で

解
雇
す
る
場
合
に
は
、
少
な
く

と
も
一
――
十
日
前
に
解
雇
の
予
告

を
す
る
か
、
予
告
を
し
な
い
場
合

に
は
一＿
一
十
日
分
以
上
の
平
均
賃

金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
た
だ
し
、
退
職
金
規
定
な
ど

が
あ
る
場
合
に
は
、
就
業
規
則

な
ど
に
定
め
た
支
払
期
日
ま
で
に

退
職
金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
金
融
面
で
困
難
な
場

合
は
労
使
で
話
し
合
っ
て
分
割

払
い
な
ど
最
善
の
方
法
を
決
め

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

◎
各
事
業
所
に
お
い
て
種
々
の

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、
賃
金
、

解
雇
、
労
災
な
ど
の
相
談
は
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
左
記
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

神
戸
東
労
働
基
準
監
督
署

0
1
2
0
.
5
0
4
7
0
0
 

神
戸
西
労
働
基
準
監
督
薯

0
1
2
0
.
5
5
4
7
0
0
 

｀

『

゜
゜

あらゆるニーズに総合力でお応えします。
さくら銀行をはじめ、多種多様な情報処理分野で蓄積したノウハウを持つ情報処理
サー ビス。広汎な知識分野に、多数の優秀なシステムエンジニアが挑むソフトウェア
開発。富士通のディーラーであり、ユーザーであるからできる適切なシステム導入支
援とコンピュータの販売。
さくらケーシーエスはこの3つの力を総合力に高め、
ルーションでお応えする総合情報サービス企業です。

お客様のニーズにトータルソ

株式会社さくらケーシーエス
本社／〒650神 戸市中央区播磨

TEL (078) 391-6571 lff) 
東京本社／〒135東京都江東区越 中 島 1-2 -21 

TEL (03) 3820-4411 
事業所／姫路支社、千葉支店、大阪支店、岡山営業所、鳥取営業所

町 21 番 1 
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0
レ
ジ
ス
タ
ー
の
提
供

中
古
レ
ジ
ス
タ
ー
十
台
を
無

償
で
醗
店
街
の
方
に
提
供
し
ま

す。連
絡
先
東
亜
ジ
ス
テ
ム
椋
式
会
社
丸
山
氏

岐
阜
県
岐
阜
市
癖
我
屋
ニ
ー
五

6
0
5
8
.
2
3
4
.
1
0
8
6
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•234.3415 

0
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ
ク
の
提
供

商
店
街
に
対
し
、
復
興
の
た

め
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ

ク
百
台
と
ハ
ン
ガ
ー
ラ
ッ
ク
百

合
を
寄
贈
。

株
式
会
社
西
川
金
太
郎

代
表
取
締
役
社
長

西

川

和

恵

氏

【
問
い
合
わ
せ
先
】

神
戸
向
工
会
議
所
中
小
企
業

振
興
部6
3
0
3
.
5
8
1
0
 

0
被
災
自
動
車
無
償
引
き
取
り

市
内
の
被
災
車
両
を
無
償
で

引
き
取
り
解
体
処
分
し
ま
す
。

（
一
部
作
業
困
難
な
場
所
あ
り
）

受
付
期
間

二
月
二
十
八
日
ま
で

受
付
時
間

午
前
九
時
ー
午
後
五
時

連
絡
先
（
株
）
あ
か
つ
き
レ
ッ
カ
ー

（
担
当

・
坂
田
氏
）

西
区
伊
川
谷
町
有
瀬
一

＿七

6
9
7
4
.
0
1
1
0
 

0
直
輸
出
入
業
務
代
行

輸
出
入
事
務
、
コ
レ
ス
ポ
ン

テ
ン
ト
（
英
文
）
代
行
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
。

連
絡
先
ツ
ー
ル
ス
ト
ン
商
会

代
表

丸
尾

――
一
夫
氏

北
区
日
の
峰
五
ー
一
四
ー
六

〇
五

6
5
8
3
.
0
6
0
3
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X
5
8
3
.
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6
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0
電
話
応
対
、
事
務
所
代
行

一カ
月
間
の
業
務
料
金
を
直

接
被
害
を
受
け
た
方
は
無
料
、

間
接
的
に
被
害
を
受
け
た
方
は

半
額
に
し
ま
す
。

連
絡
先

＇

（株
）
キ
ン
ド
ー
．

6
0
1
2
0
.
o
o
.
7
9
7
7
 

0
事
務
所
代
行

被
災
事
業
者
の
た
め
の
連
絡

事
務
所
と
事
務
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
無
料
で
提
供
し
ま
す
。

連
絡
先

伝
声
社
震
災
援
助
係

大
阪
市
北
区
兎
我
野
町
三
ー

一
七
山
本
ビ
ル
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6
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1
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0
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0
電
子
機
器
施
工

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

電
話
な

と
の
復
旧
作
業
を
行
い
ま
す
。

連
絡
先

六
甲
ト
ラ
イ
デ
ン
ド
（株）

6
8
6
1
.
9
8
0
0
 

0
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

商
工
会
議
所
会
員
の
子
弟
を
｀

受
け
入
れ
ま
す
。

期
間

希
望
ど
お
り

人

数

小

・

中
学
生
二
名

取
締
役
社
長

金

藤

憲

一

氏

事業再建のための PRや支援の情報をお

寄せ下さい。（採否に関しては編集部に

ご一任お願いします）

神戸商工会議所経済情報センター

匹 303• 5812 FAX 303 • 2313 

消息をお知らせ下さい

本所では電話などで会員の皆様の被災状況把握に

努めております。被災された方は、代表者・住所な

どに変更があれば電話またはFAXでご一報頂きま
すようお願い申し上げます。

ff 303'~"5802 FAX 303 • 2310 

（兄
弟
姉
妹
に
限
る
）

費
用

不
要

連
絡
先

石

橋

園

専

務
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3
7
 
F
A
X
0
1
 

2
0
.
0
0
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0
阪
神
大
震
災
被
災
者
の
心
の

相
談
室

披
災
者
の
精
神
的
、
身
体
的

ス
ト
レ
ス
か
ら
健
康
を
守
る
た

め
屯
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

受
付
時
間

土
、
日
、
祝
を
除
く
午
前
九

時
か
ら
午
後
五
時

設
置
場
所

労
働
福
祉
事
柴
団
大
阪
産
業

保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
（
人
阪

市
中
央
区
本
町

―|
-
I
六

堺
筋
本
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
、

6
0
1
2
0
.
8
9
9
9
0
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0
賢
島
研
修
セ
ン
タ
ー
の
無
料

提
供
大
阪
朗
工
会
議
所
の
賢
島
研

修
セ
ン
タ
ー

（
三
重
県
）
を
被

災
者
の

一
時
休
息
所
と
し
て
提

供
し
ま
す
。
（
和
室
十
室
、
宿

泊
・
食
事
代
は
無
料
）

対
象
者
被
災
地
商
工
会
議
所
の
会
員

事
業
主
及
び
従
業
員
と
そ
の

家
族

受
入
期
間

利
用
日
数

9
ョ
u
「"
-
U
r~
.
u
r.

一二
月
中
旬
ま
で

二
週
間
以
内

呈

—
=
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—-9

-

—
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-

巨

―

―匡

オフィス・工場・土地の貸与に関する情報

下記の事業所より 、事務所、工場、土地の貸与に関する情報をご提供頂きました。契約内容などの詳細は、直接下記に

連絡をとって下さい。
【本件担当】産業部

(2月10日現在）

078-303-5805 

所 在 地 曲 稼 辿 絡 先 そ の 他

ジャパンマーケットセンター（株 ・ファッツョン（生活文化）産業の

事務 所 神戸市東灘区向洋町中 6-9 ※詳細はTELにて
「神戸ファッションマート 」 入店
神戸市東消区向洋町中 6-9 ・詳細はTELにて相談
TEL. 0 7 8 -8 5 7 -8 0 0 3 ・叩入居可能

昧）大恵
事 務 所 神戸市灘区青谷 2-1-3 15.84吋～32.34 rd 神戸市東滋区御影城の前1491-l -202 ・即入居可能

TEL. 078-84 l-7230 

神戸市中央区上箇井通
神戸YWCA 半1!1

事 務 所 11. 2rrf-39. 8吋 神戸市中央区上筒井通 1-1 -20 ・詳細はTELにて相談l -J -20 
TEL. 078-231-6201 

神戸市中央区熊内町 アクティヴ貿易（掬 担当：ラル
事務 所 12.4坪～38.5坪 神戸市中央区熊内町4-8-4 ・詳細はTELにて相談4 -8 -4 

TEL. 078-231-2700 

神戸市中央区港島中町 昧神戸ヒラ コ地所 担当：長沢・柱（ユズ，Jハ）
事 務 所 37.83叶～217.93nf 神戸市中央区港烏中町 7-・ 5-1 ．詳細はTELにて相談7 -5 -1 

T E L. 078-302-1265 

事務 所
神戸市西区室谷2-7-ll 日本メカトロン（掬 総務部 岡田

・建物一棟または一部貸与土 地 386nf 大阪市淀川区西中島 1-15-2
（神戸ハイテクパーク内） ・空き地スペース（約150坪）の貸与(T.業用地） TEL. 0 6 -3 0 5 -5 3 0 1 

横河ヒューレット・パッカード（掬
〇神戸事業所・庶務（住所 l司左）

事 務 所
神戸市西区室谷 1

500坪 X 2室
TEL. 078-993-2605 

・即入居可能（神戸ハイテクペーク内） 0本社 ・不動産部
東京都府中市府中町 1-9 
TEL. 0423-30-7861 

タカイチ（掬
• 土地面桔900坪のうち 700坪の温室

「 場 三田市宮脇J86-l 700坪 X 1 三田市宮脇186-1
が工場として使用可能TEL. 030-62-35046 

神崎郡福崎町新字蔵屋敷 士地400坪
はち開発(00 半田

工 場 西区伊川谷町前開1825 ・詳細はTELにて相談298-3 うち工場130坪
TEL. 0 7 8 -9 7 4 -0 2 9 4 

ダイワ住研諒 ・配送センター ・資材置き場 ・複合
士 地 高砂市阿弥陀町魚橋 6,502吋 寝屋川市香里本通5-6 店舗 ・マンションに適する

TEL. 0720 -35-123~ ．詳細はTELにて相談

右記の行政機関でも相談を受け付けています。 ●兵庫県商工部新産業立地課 む 078-341-7711

●帥神戸市開発管理事業団 匹 078-302-2381
●大阪府商工部産業政策課 匹 06-941-0351
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0
内
定
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取
り
消
さ
れ
た
大
学

生
を
採
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し
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す

荏
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テ
ク
ノ
シ
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テ
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（
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）

は
、
内
定
か
取
り
消
さ
れ
た
大

卒
者
を
営
業
職
と
し
て

一
名
採

用
す
る
。

同
社
は

一
九
八
七
年
設
立
、

資
本
金
万
千
万
円
、
従
業
員
七

申
し
込
み

神
戸
大
学
を
は
じ
め
、
被
災

被
災
学
生
へ
の
社
宅
・

寮
の
ご
提
供
の
お
願
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

人
阪
商
工
会
議
所
会
員
サ

ー

ビ
ス
課

一
事
業
所
一
家
族

元
着
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）

奥
山
清
恵
総
務
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土
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機
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へ
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、
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売
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上
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二
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大
阪
営
業
所
（
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阪

府
摂
津
市
束
別
附
―
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l
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【
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わ
せ
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】
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地
の
大
学
で
は
、
被
災
し
た
学

牛
の
下
宿
先
を
求
め
て
い
ま
す
。

ご
提
供
頂
け
る
各
企
業
の
社
宅

・

寮
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先

産
柴
部
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0
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税
関
の
緊
急
震
災
対
策

一
、

休
日
も
平
日
と
同
様
に
、

通
閃
業
務
を
実
施
す
る
。

二
、
保
税
地
域
に
お
け
る
被
災

貨
物
の
関
税
な
と
の
減
税
、

戻
し
税
の
申
請
手
続
や
、
損

傷認定を簡素化する。

――-、貨物の他港にジフトに

伴い、緊急に必要となる

外国貨物の蔵置場所の許

可手続きを簡素化・迅速

化する。

四、神戸税閃に提供されて

いた関税などの納期限延

長用の未利用の担保を他

の税関でも利用できるこ

ととする。

【相談窓口】神戸税関

平日(6333.3100)

休口(6333.3086)
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し
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ら
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ベ
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イ
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今
回
の
阪
神
大
震
災
は
、
全
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。

国
で
も
有
数
の
地
場
産
業
で
あ
戦
後
問
も
な
い
昭
和
二
十
七

る
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
業
界
に
年
に
、
神
戸
で
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じ
め
て
ケ
ミ

ー
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カ
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シ

ュ
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で
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全
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神
戸
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シ
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復
興
の
意
欲
に
燃
え
る
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長
田
は
庶
民
の
町
、
下
駄
ば

き
で
手
軽
な
買
い
物
が
で
き
る

町
。
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
、
安
い

よ
！
」
う
な
ぎ
の
寝
床
の
よ
う

，
 ．
 

ふ

に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
、
被

害
総
額
は
三
千
槌
円
に
も
達
す

る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
ケ
ミ

カ
ル
シ
ュ

ー
ズ
工
業
組
合
は
、

営
々
と
築
い
て
き
た
靴
業
界
を

絶
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
、

政
府

・
自
冶
体
な
ど
へ

、
工
場

再
建
の
た
め
の
共
同
作
業
団
地

の
建
設
を
は
じ
め
再
建
、
復
興

に
向
け
て
の
緊
急
融
資
措
置
や

従
業
員
へ
の
最
低

一
年
間
の
賃

金
保
証
な
ど
の
要
請
書
を
今
ま

竺
一
度
に
わ
た
り
提
出
す
る
な

ど
対
応
は
早
い
。

「ガ
チ
ャ
ン
1
•
と
い
う
機
械

の
音
が
大
切
」

こ
う
語
る

の
は
、
生
産
再
開
の
メ
ド
が
立

た
な
い
企
業
が
大
部
分
を
占
め

る
中
、
生
産
活
動
を
再
開
し
た

神
戸
繊
化
工
業
（
株
）
の
石
井
義

戸臨，立ず磁—

仮店舗で営業を再開した長田中央小売市場（協）

な
細
長
い
市
場
だ
が
、
威
勢
の

よ
い
か
け
声
が
飛
び
交
う
、
市

内
有
数
の
活
気
あ
る
長
田
中
央

小
売
市
場
も
今
回
の
裳
災
で
は

ベ忍
嗚

/

/

 

,~ 

大
打
撃
を
受
け
た
。

木
造
二
階
建
て
の
店
舗
が
ほ

と
ん
と
半
壊
状
態
と
な
り
、
事

業
主
八
十
八
人
は
茫
然
自
失
と

な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
誰
言
う

と
な
く
、
廃
墟
の
中
か
ら
食
料

品
在
庫
を
持
ち
出
し
、
路
上
や

公
園
で
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し

を
始
め
た
。
「
頑
張
っ
て
や
」

「
市
場
を
は
よ
再
開
し
て
な
」

と
あ
た
た
か
い
声
援
を
受
け
、

「
や
っ
ば
り
わ
し
ら
は
商
売
人
。

苦
し
く
て
も
岡
売
で
も
う
い
っ

ぺ
ん
頑
張
っ
て
、
地
域
の
人
に

役
立
と
う
や
」
と
宮
本
昭
弘
理

事
長
を
中
心
に
復
興
を
決
意
。

そ
の
団
結
力
は
本
所
や
兵
庫
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
指
導

を
受
け
て
昨
年
十
二
月
二
十
七

日
に
法
人
化
し
た
ば
か
り
だ
け
も
と
も
と
同
市
場
は
、
戦
後

に

、

折

り

紙

つ

き

。

の

青

空

市

場

か

ら

ス

タ

ー

ト

し

被
災
後
す
ぐ
の
緊
急
役
員
会
た
が
、
今
回
の
震
災
に
も
負
け

で
仮
設
店
舗
で
の
出
直
し
を
決
ず
、
必
ず
復
活
を
果
た
す
の
は

め
、
早
速
、
新
湊
川
沿
い
の
市
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
も
、

有
地
に
―-
＿百
五
十
平
方
店
の
プ
今
後
続
々
と
開
店
を
期
し
て
い

レ
ハ
プ
店
舗
の
建
設
に
乗
り
出
る
商
店
街

・
市
場
の
励
み
に
も

し
た
。
今
回
の
仮
設
店
舗
へ
の
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

信

社

長

。

な

ん

だ

」
と
復
興
に
向
け
て
意

同
社
は
従
業
員
五
十
人
を
抱
欲
を
み
せ
て
い
た
。

え
る
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ

ー
ズ
メ

ー

カ
ー
だ
が
、
今
回
の
地
震
で
エ

場
や
倉
庫
、
事
務
所
が
被
害
を

受
け
た
ほ
か
、
従
業
員
一
名
が

死
亡
、
従
業
員
の
家
屋
も
披
害

が
大
き
く
、
二
割
近
く
が
避
難

し
て
い
る
な
ど
企
業
活
動
に
大

き
な
影
智
を
受
け
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
同
社
は
被
災
後

一
週
間
目
に
は
、
無
事
で
あ

っ

た
商
品
を
集
荷
に
来
れ
な
い
兵

庫
駅
前
の
運
送
会
社
に
持
ち
込

み
出
荷
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
る
。

石
井
社
長
は
、
「
万
全
で
な

く
と
も
一
日
も
早
く
作
業
を
開

始
し
た
か
っ
た
が
、
一
メ

ー
ト

ル
も
横
に
ず
れ
た

一
ト
ン
近
い

機
械
を
元
の
位
置
に
戻
す
作
業

や
エ
ア
の
配
管
も
れ
の
修
理
に

手
問
と
り
、
再
開
は
二
月
に
入
っ

て
か
ら
。
一
割
か
ら
一二
割
の
稼

働
だ
が
、
ま
が
り
な
り
に
で
も

動
か
す
こ
と
が
、
従
業
貝
の
張

り
合
い
に
な
る
。
こ
れ
が
大
事

本
所
で
は
、
今
回
の
阪
神
大

震
災
て
被
害
を
受
け
た
商
店
街
・

小
売
市
場
に
つ
い
て
、
そ
の
被

害
状
況
並
び
に
営
業
再
開
見
通

し
に
つ
い
て
、

一
月
二
十
八
日

か
ら

一
月
――-
+

―
日
に
わ
た
っ

て
、
団
体
役
員
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
と
本
部
職
員
の
実
訪
に
よ
る

調
査
を
実
施
し
た
。
以
下
、
そ

の
概
要
で
あ
る
。

市
内
全
域
で
、
今
後
半
年
以

内
に
営
業
の
再
開
（
現
在
営
業

中
を
含
む
）
か
見
込
ま
れ
る
店

舗
数
は
、
一

――-
、
四
二
九
店
舗

中
、
七
、
四
七
七
店
舗
（
五
五

・

六
％
）
を
数
え
た
。

北
、
垂
水
、
西
の

一二
区
に
つ

い
て
は
九
六
％
か
営
業
を
再
開

し
て
い
る
が
、
被
害
の
大
き
か
っ

た
東
灘
、
灘
、
中
央
、
兵
庫
、

長
田
、
須
磨
の
六
区
で
は
、
営

業
再
開
見
通
し
の
立
っ
て
い
る

の
は

―
-
、
六
五
一
店
舗
の
う

ち
、
五
、
七
八
九
店
舗
（
四
九
・

七
％
）
に
止
ま
っ
て
い
る
。

特
に
、
長
田
区
三
六
六
店
舗

（ニ
――-•
六
％
）
、
灘
区
五0八

店
舗
（
＿―
-四

・
O
％
)
と
非
常

に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

営
業
再
開
見
通
し
に
つ
い
て

は
今
後
、
復
旧
が
進
む
に
つ
れ

て
店
舗
数
の
増
加
と
再
開
時
期

長
田
・
灘
磁
心
し
い
見
通
し

商
店
街
・
市
場
の
被
害
調
査

こ
う
し
た
状
況

を
受
け
て
、
本
所

で
も
、
神
戸
市
な

と
行
政
と
協
力
し
、

個
店
・
組
織
の
営

業
再
開
を
支
援
す

る
た
め
各
支
部
を

-
[
T
 

5
 

4
 

入
居
は
五
十
六
店
と
な

っ
た
が
、

鮮
魚

・
塩
干
、
鶏
肉

・
精
肉
、

青
果
、
日
用
雑
貨
な
ど
の
七
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
、
冷
蔵
庫

・

陳
列
台
な
ど
は
も
と
の
市
場
か

ら
使
え
る
も
の
を
取
り
出
し
た
。

急
ピ
ソ
チ
で
工
事
は
進
み
へ

二
月
十
一＿一
日
の
朝
九
時
卜
五
分

に
は
関
係
者
が
出
そ
ろ
い
、
震

災
儀
牲
者
に
黙
祷
を
さ
さ
げ
た

後
、
景
気
づ
け
に
ビ
ー
ル
で
再

起
を
誓
い
、
い
よ
い
よ
威
勢
の

よ
い
呼
び
声
が
始
ま
っ
た
。
ロ

頃
か
ら
の
ご
ひ
い
き
客
も
大
勢

駆
け
つ
け
、
「
良
か
っ
た
な
、

や
っ
ば
り
こ
こ
か

一
番
や
、
安

心
し
た
わ
」
と
、
た
ち
ま
ち
元

の
活
気
あ
る
市
場
が
再
現
さ
れ

こ。t
 

※
奮
は
、
日
本
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー

ズ
工
業
組
合
か
ら
の
要
請
書
を

踏
ま
え
国
、
県
、
市
な
ど
に
要

望
を
致
し
ま
し
た
。

午
後
一
時
に
も
か
か
わ
ら
ず

市
場
の
通
路
は
行
き
交
う
人
々

て
活
況
。
焼
き
鳥
、
赤
飯
の
パ
ッ

ク
、
新
鮮
な
野
菜

・
果
物
、
全

国
各
地
の
漬
物
、
焼
き
魚
、
お

刺
し
身
。ハ
ッ
ク
の
山
々
。
景
気

の
い
い
呼
び
込
み
か
こ
だ
ま
す

る。

こ

3

2

 

単

位

千

ー

Û
 

凡750

が
オ
ー
プ
ン
。
こ
の

二
店
に
負

け
じ
と
翌
日
十
九
日
に
は
七
店

舗
が
開
店
し
た
。
そ
し
て
二
十

一
言
に
は
一＿
一十
二
店
舗
も
が
店

を
開
く
。
す
る
と
「
大
安
亭
は

ら

歩

く

。

開

い

て

い

る

」
と
噂
が
伝
わ
り

こ
れ
が
阪
神
人
喪
災
の
直
後
、

テ
レ
ビ
各
局
も
取
材
、

こ
れ
か

周
辺
の
多
く
の
市
場

・
岡
店
街
大
い
に
効
い
て
、
明
石

・
姫
路

が
未
開
店
状
態
に
あ
る
な
か
奮
か
ら
も
客
が
き
た
。
（
い
ま
や

戦
す
る
、
中
央
区
の
大
安
亭
市

休
業
店
は
ま
ば
ら
、
食
品
店
は

場
（
協
）
で
あ
る
。
（
店
舗
数
七
す
べ
て
店
を
開
け
て
い
る
と
言
っ

十
九
、
理
事
長
桑
山
鉄
男
氏

・

て
も
よ
い
）
各
店
に
は

「
が
ん

本
所
振
興
委
員）

ば
ろ
う
神
戸
、
か
ん
ば
る
ぞ
大

一
月
十
七
日
（
火
）
の
震
災
て
安
亭
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
が
踊
る
。

大
安
亭
市
場
も
大
打
撃
を
受
け
桑
山
理
事
長
は
「
必
要
な
の
は

た
。
倒
壊
こ
そ
し
な
か

っ
た
も
商
売
人
の
心
意
気
」
と
い
う
。

の
の
屋
根
瓦
は
落
ち
窓
枠
が
飛
ま
だ
断
水
状
況
で
井
戸
水
を
使

重
＿
コ
[
[
[
〗
〗

[
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±
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／
ロ

の
短
縮
か
期
待
さ
れ
る
が
、
組

中
心
に
相
談
窓
口
な
ど
を
設

合
な
ど
の
動
き
と
し
て
は
、
既
け
、
各
種
の
問
い
合
わ
せ
や
今

に
、
復
興
に
向
け
た
話
し
合
い
後
の
動
き
に
対
応
し
て
い
く。

や
仮
設
店
舗
の
設

躍
な
ど
の
動
き
を

開
始
し
た
団
体
が

五
ト
ニ
団
体
あ
る

一
方
、
個
々
の
店

舗
で
努
力
、
め
と

が
立
た
な
い
と
す

る
団
体
が
百
九
十

七
団
体
に
及
ん
で

い
る
。

普
段
な
ら
あ
ま
り
見
ら
れ
な

い
棚
板
の
迫
り
出
し
が
通
路
を

狭
め
、
通
り
が
か
り
の
客
も
焼

き
鳥
の
一
串
を
口
に
運
び
な
が

一

こコ 店舗数

羞蓋 再開見込み店舗数

a 

1,050 

東消区

1;195 

2,593 

IL19 1 
1,550 

366 

臨睾辮 I 侭澤盛

灘区 中央区 兵庫区 長田区

各区別営業再開見込み店舗数

1.015 ．． 

1 6?5 

（協）

須庖区

HTT 

お 知 にッ せ

この度の「阪神大震災」

らお祈り申し上げます。

により被災された皆様方にー 8も早い復18を心か

この度の地震では、お客様に大変ご不便、ご迷惑をおかけしました事を深くお詫び申し上げます。

NTTでは、ただいま電話の復旧工事を鋭意進めており、被災地のお客様に対し、順次電話の回復確認を行ってお

りますか、建物の倒壊やお留守等で回復確認を受けられない方々かあります。電話をご利用の際に異常かございま

したら誠にお手数ですか、 11 3番までご一報頂きますようよろしくお願い申し上げます。
WWW  

また、被災地以外の仮移転に伴う電話の移転工事や一時預け等については、 11 6番にて受付しております。


